
平成２２年度　　学校評価表 （　中間　 ・ 　最終　） 学校名　　　三原市立第二中学校　　　　　　　　校番(84202)

ａ　学校教育目標 知・徳・体のバランスのとれた人間力の向上
ｂ　経営理念

ミッション・ビジョン

【ミッション】       「響き合う学校文化の創造―二中から日本全国へ―」
【ビジョン】         「言葉の力と体験の力によって『響き合う力』を育む」
【キャッチコピー】 「響き合っていますか，私たち」(校訓「響き合う二中っ子」の実現)

評価計画 自己評価 改善方策 学校関係者評価

c　中期経営目標 ｄ　短期経営目標 ｅ　目標達成のための方策　　ｆ　評価項目・指標　　ｇ目標値
１０月 ２月

ｉ
達成度

ｊ
評価

ｋ
結果と課題の分析

n
改善方策

ｌ 評価
ｍ

コメントｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

知
育

(確かな学力)
☆知識・技能の「習得」
「活用」「探究」の学力
の向上
☆ＰＩＳＡ型読解力―論
理力(論理的読解力・
論理的思考力・論理的
判断力・論理的表現
力)の育成
☆わかる授業の創造
☆言語活動の充実
☆各教科等横断的・総
合的な学習の展開

◎授業研究の推進―
授業力の向上
　・言語技術の活用
　・校内研修の充実
○指導目標・達成目標
の明確化
◎相互作用の充実―
ペアトーク・グループトー
ク・クラストーク
○総合的な学習の時
間と各教科等との接続
◎読書活動の充実
◎家庭学習の習慣化

☆校内研修会(授業研究-年間10回)の100%実施 6回 15回 130.0% A 計画どおり実施できた。
○今年度の文部科学省主催の全国
学力・学習状況調査結果は全国平
均比-2.7ポイント(国語A+1.5,国語
B-4.4,数学A-2.6,数学B+2.8)であっ
た。広島県教育委員会主催の基礎
基本の定着状況調査は県平均比
+6.7ポイント(国語+1.7,数学+1.1,英
語+3.9)であった。改善策として、授
業の工夫・改善や学力向上のため
のドリルタイム(「探究」の時間)の設
定、宿題の内容の充実と提出の徹
底に努める。
○授業と家庭学習(宿題)の接続によ
る学力の向上と学習意欲の高揚を
推進する。「家庭学習を毎日2時間
以上実行する」の徹底を図る。
○毎月一冊以上の読書の徹底を図
る。毎月一回、全校朝会における本
の読み聞かせを計画し実行する。

4
・生徒のテレビの視聴
　時間等についても，
　アンケートの項目に
　加えてもよいのでは
　ないか。家庭学習や
　読書，手伝いなどと
　も関係するのではな
　いか。
・努力を重ねられてい
　る様子がよく理解で
　きる。
・生徒と保護者のアン
　ケート項目を同一化
　し，分析に役立てる
　とよい。また，保護
　者への内容は，わか
　りやすくなるよう検
　討が必要である。

☆生徒の授業満足度70%以上 67.0% 71.0% 101.4% A
授業の工夫・改善をさらに推進する必要があ
る。 4

☆全国学力調査・基礎基本定着状況調査・標準学力調査結果の全国平均・広島県平均
比各２ポイントアップ

-0.17 1.04 52.0% D
国語の活用型・数学の習得型の教育，1年理
科の基礎的な学力を強化する必要がある。 4

☆補充的・発展的な学習(少人数・習熟度別授業，選択教科，探究の時間)の生徒満足度
60%以上

59.0% 60.0% 100.0% A
補充的・発展的な学習はまずまずの成果を上
げているが、計画的・継続的な取り組みが必要
である。

4

☆各教科等での相互作用(ペアトーク・グループトーク・クラストーク←対話「聞く・答える・問
い返す」)の生徒満足度60%以上

49.0% 55.0% 91.7% B
すべての教科・領域において毎回、グループ
トークやグループワークを設定する必要があ
る。

4

☆毎月１冊以上の読書の実行70%以上 48.0% 55.0% 78.6% C 読書の習慣化が停滞している。 4

☆課された宿題の提出率90%以上 68.0% 72.0% 80.0% B 宿題の提出の徹底を図る必要がある。 4

☆毎日の家庭学習２時間以上の達成率70%以上 25.0% 36.0% 51.4% D
家庭学習の習慣化を定着させる必要がある。
授業の予習・復習と宿題をリンクさせる必要が
ある。

4

徳
育

(豊かな心)
☆道徳性・感性・社会
性の育成
☆教育相談の充実
☆道徳教育（道徳の授
業）の充実
　 ・体験の言語化
 　・体験の経験化
☆生徒指導の充実
☆キャリア教育の推進
☆表現教育の充実

◎積極的な生徒指導
の推進
◎生活三訓(挨拶・時
間厳守・整理整頓)の
徹底
◎学習規律(授業規律
―立腰)の徹底
○総合単元的な道徳
学習の充実
礼儀・感謝・思いやりの
心・友情・人格の尊重・
広い心・生命の尊重・
集団生活の向上・郷土
愛・伝統文化の継承
○表現力(音声表現・
文字言語表現・身体表
現)の育成

☆「先生は生徒の話をよく聞いてくれる」の生徒・保護者評価70%以上 56.5% 56.0% 80.0% B 教育相談的な生徒指導が求められている。

○叱ったり罰を与えたりするだけ
でなく、問題行動を未然に防止す
ることを大切にすることからも、
心に響く積極的な生徒指導を推
進していく。具体的には、道徳を
要とし、教科や総合的な学習の
時間、特別活動との有機的な関
連を図る「総合単元的な道徳学
習」をいっそう中身の濃いものに
していく。その手段として、言葉の
力(言語活動の充実)や体験の力
(ミュージカル、全校合唱、職場体
験学習、進路実現学習)によっ
て、道徳教育の充実、相互作用
(対話)の成立、キャリア教育の
充実、活用能力(思考力・判断
力・表現力)の充実を図る。
○道徳の授業力を上げる。─心
に響く道徳授業の工夫・改善を
図る。

4
・教師集団が一丸とな
　り取り組んでおられ
　る。先生方が生徒と
　の距離感を縮め，生
　徒の長所をもっと認
　めることが大事だと
　思う。
・生徒の失敗を励ま
　し，肯定的な評価を
　行うことにより，意
　欲につないでいく必
　要がある。
・教育研究も，学校体
　制として進んでいる
　ことを実感できる。
　ミュージカルの取組
　みも，継続すること
　が大切である。

☆「先生は生徒に熱心に指導してくれる」の生徒・保護者評価70%以上 74.0% 77.0% 110.0% A
積極的な生徒指導をさらに推進していく必要が
ある。 4

☆「二中は生活三訓(挨拶・時間厳守・整理整頓<掃除・靴揃えを含む>)を徹底している」の
生徒評価70%以上 61.0% 65.0% 92.8% B

生活三訓に「立腰」を加えた、生活四訓の徹底
を図っていく必要がある。 4

☆道徳の授業への生徒満足度70%以上 62.0% 68.0% 97.1% B
道徳授業の工夫・改善をいっそう推進していく
ことが求められる。 4

☆「道徳」を要として，各教科，総合的な学習の時間，特別活動との有機的な関連を図っ
た，総合単元的な道徳学習の生徒満足度60%以上 72.0% 77.0% 128.3% A

総合単元的な道徳学習のイメージが定着しつ
つある。 4

☆道徳の授業での道徳的葛藤討議(道徳的価値に係る相互作用)の生徒満足度60%以上 55.0% 63.0% 105.0% A
毎回、道徳的葛藤討議の場面を設定し、道徳
性の発達段階を考慮した展開に努める必要が
ある。

4

体
育

(たくましい体力と健康)
☆意欲・気力・体力の
鍛錬
☆耐性の育成

◎部活動の充実
◎食教育の推進
　・朝ごはんを食べる

◎相互作用の充実
☆部活動への積極的参加に係る生徒・保護者評価(満足度)80%以上 83.0% 84.5% 105.6% A

生徒の部活動への参加意欲は旺盛であるが、
部活動に参加しない生徒への個別指導が必要
である。

○食教育の推進と部活動の充
実に力を入れていく。 4

・引き続き部活動の充
　実に取り組んでくだ
　さい。
・先生方には，もっと
　積極的に指導にあた
　ってほしい。

☆部活動指導に係る教師への生徒・保護者評価(満足度)70%以上 63.0% 76.5% 109.3% Ａ
教員の部活動指導のかかわりをいっそう強化
していく必要がある。 4

☆「毎日朝ごはんを食べる」の生徒・保護者評価90%以上 88.5% 90.0% 98.3% A
毎日、朝ごはんを食べる生徒が100%になるよ
う、啓発していく必要がある。 4

☆新体力テスト結果の全国平均比2ポイントアップ 1.6ﾎﾟｲﾝﾄ 1.6ﾎﾟｲﾝﾄ 80.0% B
体育の時間や部活動を通して体力強化にいっ
そう努めていく必要がある。 4

情
報
発
信

(地域に信頼される学
校づくり―広報活動の
充実)
☆家庭・地域との連携
☆学校からの積極的な
発信
☆説明責任の貫徹

◎小中高大連携の推
進
◎授業公開
○研究公開
○外部人材の活用
○学校関係者評価の
充実
◎各種だより及びホー
ムページの充実

☆小中高大との授業等交流年間５回の100%実施 15回 15回 300.0% A
授業研究等の校内研修や生徒指導に係る小・中連
携及びキャリア教育に係る中・高連携を進めてい
る。

○今後もいっそう小中連携(学力
向上、生徒指導)、中高連携(キャ
リア教育)、中大連携(教育実習、
特別支援教育)を推進していく。
○学校評価の充実を図り、学校
力の向上を図る。
○学校からの情報発信を積極
的に行い、保護者や地域の皆
様から、本校教育の理解と協力
を得る。

4
・保護者のアンケート
　に「わからない」と
　いう回答が多いとい
　うことは，もっと学
　校への理解を求める
　ためにも情報発信が
　大切だと思う。
・地域の教育力を活用
　するため，優れた人
　材の活用を積極的に
　進めてほしいと思
　う。

☆授業公開年間５回以上の100%実施 3回 6回 120.0% A 計画どおり実施できた。 4

☆道徳，総合的な学習の時間，特別活動等での外部人材の活用30人以上 60人 120人 400.0% A

総合的な学習の時間(1年生のミュージカル、2年生
の職場体験学習、3年生の進路実現学習、保育体
験)や特別活動(トイレ掃除に学ぶ活動)を通して積極
的に活用している。

4

☆学校だよりの発刊回数15以上，ホームページの更新回数50以上の100%実施 38回 82回 126.2% Ａ 学校だよりの発刊は20号，ホームページの更新回
数も62回に達した。 4

　

本年度の重点目標については◎印で示す。 【ｊ：自己評価　評価】
Ａ：１００≦（目標達成）　　　 B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価　評価】
イ：自己評価は適正である。　ロ：自己評価は適正でない。 ハ：分からない。
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